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った。本稿では、エリクソンが成人の発達課題 として掲げる 「世代性(生 殖性)」を中
心的な視点 として、社会文化的背景の推移 による家庭教育 と女性のライフコースの変
化について検討 し、子育て後の女性、子育て中の母親、および男女大学生に対 して、
子育ておよび家庭教育への意識を問う質問紙調査を行った。その結果、各世代の女性
は共通 して子どもをもつ ことに対する普遍的な価値を感 じているが、実際の子育ての
時期には否定的感情や孤独感を感じる母親が多 くみられた。女子大学生では子どもを













進行する少子化社会は、子 どもを育ててい く家庭教育機能の衰退 とも考えられる。女性にと















家庭は子 どもにとって始めて出会 う社会である。子 どもにとって、生まれた時から即時に始
まる家庭教育は、学校教育のように組織化(制 度化)は されていないインフォーマルな教育の
場であるが、その子 どもの成長に根源的な影響を与えている。山根常男は表1の ように 「伝統
的家族の機能」をまとめている(2)。
表1伝 統的家族の機能(○ のついているものが本質的機能)
家族の性格 機能の特徴と方法 個人に対する機能 社会に対する機能
0 性的制度 性的 性的行為 性的充足 性的統制











0 第一次集 団 教育的 養護教育 社会化 文化の伝達




を習得 し、 自立してい くために行われる 「しつけ」にはじまり、生活に必要 となる技術や知識







心理的機能としての家庭教育 とは、発達 してい く子どもに対 しての心理的支援 といえる。乳
児期に、自分の働 きかけに応えて くれる母親の献身的な世話によって 「愛着」を得た子 どもは、
外界への信頼と共に自分に対する自信を得てい く。これが次の探索行動を生み、経験を積むこ
とによって成長してい く(3)。安全基地としての親、家庭の存在 は、発達過程において未知の世




また、表1に おいて家族の教育的機能の方法に 「養護教育」 とあるように、家庭においては
子 どもを養護、養育する機能が不可欠である。生まれたばか りの乳児は、親の世話がな くては
生 きてい くことができない保護 されるべき生物である。幼ない子どもの養育は家庭教育 という
よりは 「育児」 と考えられるのが一般的であろう。また 「子育て」という言葉は 「養育 と教育
の両面が不可分に結びついた」家庭教育よりもより広い概念である(4)とされるように、私たち
が しばしば 「子育て」 という時には、「家庭教育」に育児機能を含んだより包括的な意味合いが
あるといえる。このように、家庭教育は子どもの身体発達と人格形成に対 して教育的(養育的)
機能、また、心理的な機能を介 して大きく関わっている。家庭教育は子 どもの生活 と密接であ
るために、親の養育態度が子 どもの成長に影響を与えているのである。




ったフロイ トの人格発達論を発展させ、社会 とかかわ りなが ら生涯発達 してい く様子を示 して
いる。ここでは人間の生涯を8段階(乳 児期、幼児期初期、遊戯期、学童期、青年期、前成人










この時期にはこれまでの発達段階で蓄えられてきた 「希望、意思、 目的、適確、忠誠、愛」 と
いった自我の特質を活かしなが ら、自ら次世代 に教 え伝える役割を得て、新 しい社会を作 り上
げていこうとする。 しかし、その一方で、次世代 を育てることに関心が もてない場合、活力を
失い 「停滞」に陥るという双方の葛藤がおこるのである。この葛藤後に現れる新たな特質 とは
「世話(は ぐくみ)」の感覚である。私たちは、親となる以前に6つ の危機を経験 している。 さ
らに成人期では、子 どもに対して、あるいは年下や弱い人々に対 して社会的な世話をする機会
を得る。「育てられる者」から 「育てる者」への転換の機会 をもつのである。
しかしながら、 この 「育てる者」 としての役割は一方向的ではない。この自我発達の考えが、
ハ ヴィガース トによる生涯発達課題やライフコースのモデルに比較 して特徴的であるのは、個
人単独の発達概念ではなく、社会や他者 との相対性 と相互性を中心概念 とした理論である点に
ある。相対性(relativity)とは、「絶対的固定点から他を観察する発想ではなく、動いている観
察点から動いている他の対象 を考える」(7)という相対性論に影響を受けた視点であり、観察す







は一番 目の危機である 「信頼」の危機を乗 り越え、「希望」の人格的活力を獲得する。親 と子の














を傾け、自分の信念の絶対性を守 りなが ら、同時にその相対性=関 係性を認めていくという、
全 くのジレンマを引き受けてゆくこと」(11)であると述べている。すなわち、私たちは大人にな









3.時 代の推移 による母親役 割 と家庭教 育の変遷
近世子育て史を研究する太田素子によれば、近世農村の子育てでは、「慈しんで、柔らかに気長
にしつけ、家族の一体感を大切にして、農の道を曲が らないように 『はめ込む』ことが肝要」(12)









農村から核家族として都市へ移動 し都市労働者 となった農家の次男、三男らは、子 どもに教育
をつけることで子どもの将来に望みをかけることになる。
沢山美果子は、家庭教育を主体的に行う 「教育家族」の成立は、大正期に資本家 と労働者の




て生 きていける人格形成 と学力規制の統合を目指す ものであったが、資本主義社会におけるそ
の統合の困難さは、母親 自身にも内実がつかめぬ 『人並み以上に』 という、終 りのない教育目
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標に向かわせる」 ものであり、このような子 どもへの期待は、「母親の生活要求を背景」 とした
母親の自己実現でもあったことから、「教育家族の出発点が強烈なわが子主義であったことから
くる一つの帰結でもあった」 としている(15)。すなわち、 このような 「わが子主義」の教育は共




























家庭教育の特質は無意図的に営 まれる部分が多いことであった。 しかし、現代 の子 どもは
「村」の子どもと違い、大人と共有する時間が少ない上に、大人に習うことは時代遅れとして否
定されることもある。 よってこの社会では子 どもたちは安心感が もてず、大人もまた誇 りがも
.,
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てなくなってい く。協働 し、時問を継承することのない生活は、大人 と子 どもの関係を希薄に
せざるを得 ない。すなわち、現代の母親たちの多 くも、このような 「世代性」の失われた生育
環境で育った子どもたちといえるのである。
さらに、産業 ・人口構造が大 きく転換する時期は高度成長期である。1970年代 を境とした産
業変化では、都市労働者の需要により農村 を離れる家族は増え、家庭の機能はますます生産か






現在の家庭教育は、衰退 したのではな く、むしろこれまでにないような熱心 さで行われてい
ると広田照幸は指摘 している(24)。ところが、 この熱心さは、教育が生活の生産性から離れて資












4.世 代差 による子育てお よび家庭教育 に対す る意識調 査














して子 どもを産み育てることを勧めるか」(厂そう思う ・やや思 う ・どちらともいえない ・どち
らかというと思わない ・思わない」の5段 階評定から回答)、および 「その理由」(質問項 目は
図3を 参照。複数回答)、調査1-3「子育て中は孤立 しがちであるか」(「そ う思う ・やや思





希望 しているライフコース」(質問項 目は図5を 参照。一つ選択)を 尋ねた。調査2-2では、
































人が15.1%であるのに対 し、子育て中母親は5.5%であ り、子育て中母親のなかでは 「楽 しいこ
と」 と考える人が12.3%であるのに対し、子育て後女性 は1.3%であったことである。
現在、母親にとって子育ては以前と変わらず 厂責任ある」「かけがいのないもの」と考えられ
















圃 どち らか とい えばそ う
□ どち らともい えない
[]どち らかとい えばそ うでない
圏 いい え
図2「 若い女性に対 して子どもを産み育てることを勧めるか」(%)
子育 て を勧 める人 は、子育 て後 女性(65。0%)の方が、子育 て中母親(42.7%)に比べ割合
が多か った。その理 由と して、子 どもを産み育て ることに肯定的な理由 としては、 「自分が成 長
す る」が子育 て中母親(31.1%)、子育て後女性(32.3%)共に最 も多 く、次 いで子育 て中母 親
は 「子 どもはかわいい」(23.4%)、「子 どもの成長が楽 しみ」(18.5%)の順であ り、子育 て後女































① 子育て中母親に対して 「子育て中は孤立 しがちである」 と感 じるか。②子育て後女性に対












「子育て中は社会か ら孤立 しがちである」では、現在子育て中の母親は 「そう思う」「ややそ
う思 う」の合計が60.0%であるのに対 し、子育て後女性は同じく8.0%であ り、現代では子育て中
に寂 しい思いをしている母親がより多いことを示 している。近年の都市では地域社会とつなが
りが薄い核家族が多 く、子 どもの数も少ないために、子 どもを介 して知 り合いが増える機会も
少なくなっている可能性がある。地縁、血縁があった従来の子育てでは、生活の中で日常的に
支援 を受けていたために、孤立観を感 じなかったとも考えられる。新 しい子育てのネットワー
クを構築 していくことが求められているといえよう。
調査2-1「女子大学生からみた子育てとライフコース」





〈結婚 して子 どもをもつ 〉
結婚 し、子 ども をもちながら働 きつづ ける
結婚退職 し、子 どもが生 まれてから再び働 く
結婚退職 し、子 どもが成長 してから再び働 く
結婚退職 し、(子 どもをもつ)働 か ない
出産退職 し、子 どもが成長 してから働 く
出産退職する(そ の後 は働 かない)
結婚 し、子 どもが成長 して始 めて働 く
<結婚 して子 どもをもたない〉
結婚 し、子 どもをもたずに働 きつづ ける
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図5女 子大学生が 「大学卒業後に希望 しているライフコース」(%)
「結婚する」 ことを希望している女子大学生は86.4%であ り、「子 どもをもつ」を希望する女
子大学生は、合計で80.8%であることがわかる。また、子どもをもった後に自分の仕事をもち









































現在子どもを育てている母親 と、子育て後の女性 に対 して、子どもをもつこと、育てること
への意識調査を行った結果をまとめると以下のようである。「あなたにとって子育てとは」とい
う質問に対 し、どちらも 「母親 としての責任」と考える人が最 も多かった。子育て後の女性の
なかでは 「生きがい」と考える人が15.1%であるのに対 し、子育て中母親は5.5%であり、子育









また、 これから結婚し、子 どもを育ててい く世代である女子大学生に今後のライフコースに
ついて尋ねたところ、子 どもをもちたいと思 う女子大学生は80.8%であり、さらに、子どもが
産まれた後に自分の仕事をもちたいと思う学生は67.2%であった。子 どもをもつことに肯定的

















しか しなが ら、母親側 の意識が この ように変化 している として、 これに伴い子 どもの母親や
家庭 に対 す る思い は変化 しているだろ うか。女子大学生 では、結婚 して子 どもを もちたい人が
8割 を占めた ように、子 どもを交えた未来像 を希望 している人が多 く、男女大学生 は、 家庭教
育は 自分の人 間形成 に役 立っている と認識 して いる人 が多 かった。 この ことか らも、男 女共 に
自分 を育 んだ家庭環境 に肯 定的であ り、将来像 としての子 育て に対 して好意的で ある と認め ら
れる。す なわち、大学生 は 「世代性」の達成 を始めか ら否定する ものではない。
多様化 の進行す る不安 定な社 会において、 自己実現へ の欲求 と、育て る者 として要求 され る
成熟 との両立 を、親個 々人で消化 し達成 しよう とす る ことが、母親 となる女性 の意識 に負担 を
かけ少子化傾 向の一原 因になっているので はなか ろうか。「子育 て中は孤立 しが ち」 と感 じる現
在子育て 中の母親が半 数以上 を占め るとい う調査結 果 も、不安定 な母親の意識 を開示 す る場所
が少 ない ことを示 している と考 えられ る。 出生率 の上 昇 と女性の社会参画が 同時 に促 され る現


















境に影響 し、学歴社会の前提 として文化的再生産が起こっているとされている。苅谷剛彦 『大衆教
育社会のゆ くえ』 中央公論社1995pp.14-150


















(うちや ま じゅん こ 佛教大学通信教育部非常勤講師)
(指導:田 中 圭治郎 教授)
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